
 

山大医学部へ行こう！ 

山形県立山形西高等学校 進路だより 
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内容についての質問やご意見は 

   進路指導課 大貫 までお知らせください。 

 ５月２４日（水）、山形大学医学部病理学（病理診断学）講座教授の二口充先生をお招きし、医

学部に関心のある生徒対象の講演をしていただきました。希望した生徒２５名（１～３年次）が参加しま

した。 

なぜ「山大」なのか。他県から山大医学部に進学しても卒業すると県外にでてしまうので、山形県の医師が

不足しているからだそうです。地方の患者さんが高度な医療を受けるためには都会に行かなければならないので

しょうか？地方での医療を充実させるためにも、山形県で医師となってくれる人が必要だ、そのために地元の山

大医学部に進学してほしいというお話でした。 

他にも、医師が多い環境よりも、山形県のように医師が少ない環境の方が一人当たり関わる患者さんが多

いのでより経験値を積むことができるというお話がありました。医学部面接のポイントや医学部に来てほしい生徒

像、勉強の仕方などのアドバイスもあり、充実した時間になったのではないかと思います。 

参加した生徒からは、「地方の大学の良い所を知ることができた」「仲間と切磋琢磨し、レベルアップしていくこ

とが大切だとわかった」「医師になったら山形で働くのもいいなと思った」といった感想が寄せられました。 

皆さんも、積極的に大学等の情報を調べて今後の進路に役立てていきましょう。 


